
新聞記事「就学の喜び 障害者に今」に寄せられた感想など

１０／７付けの河北新報の記事「就学の喜び 障害者に今 ～ 年以前、学齢期に義79

務教育受けられず…～」を目にしたメル友から、感想等をいただきましたので、厚かまし

いですが紹介します。

記事は、最後のペ－ジに貼付してます。

ふと思うに、仙台には東北大、宮教大を始めたくさんの大学の障害児・者関係の先生方

がいるのに、また、現職を退き１０年も立つのに、取材対象に推してくれた方がいること

に感謝しています。

また、記事を見てこうして感想、コメントをくださるメル友にも感謝しています。

２０１２．１０．１４． 阿部幸泰

①就学猶予対象だった方々に訪問教育が行われていたことを初めて知りました （勉強不。

足ですみません…）

（しかも私の出身の秋田は行っていないんですね ）。

阿部先生の記事にあったように、障害のある方々にとっての教育のメリットと、学校や

教師の視野を広げるメリットの両方があると思いました。

「学校」の良さは、意図的な場面に、意図しない人や心の交流や活動が加わり、いきい

きとした時間を共有できることかな、と思っています。

子どもに限らず、人は必要なこと（楽しいこと）を自分で学び取っていくのだと思いま

すので、学ぶことに年齢は関係ありませんよね。

（私も再び学生になって、改めて「学ぶ」という刺激は「楽しい」ことだと再認識して

います！）

また、教員にとっても、目の前の子どもたちの毎日を考えることに終始してしまいがち

ですので、こうした機会から生涯教育、生涯発達支援について学ばせていただき、担当し

ている子どもたちの将来と重ねて考えいかないといけない、と思いました。



特別支援教育の根底にある 「場」による教育ではなく 「一人一人のニーズに応じる」、 、

という考えを、生涯発達支援にも広げていかなければいけませんね。

親御さんがご高齢になられている現実も、先生の授業のお話を思い出しながら読ませて

いただきました。

親御さんの絶え間ないご努力があって、こうした取組が可能になっていますよね。

本当に頭が下がります。

教育の機会が、ご本人とご家族の生き甲斐やあたたかい話題のひとつになっていること

を、関係者はきちんと評価し、次につなげていくことが、親御さんからバトンを受け継ぐ

ことになりますね。

とても勉強になりました。

記事は印刷して、クラスのみんなに紹介し、掲示したいと思います！

②記事、載っていたのを今日、読みました。

教育ってすっごく人を豊かにするものだと、改めて感じました。

どこかに通って、いろいろな人に出会って、いろいろな刺激を受けることで、どんな時

期でも、人は成長する。

そして、阿部さんらしいと思ったのが、教諭の発信の部分。

いいことをしていても、まとめて発信しないと、つながっていかないというですかね？

よく阿部さんは発信！っておっしゃいますものね。

③ずっと重症心身障害者に関わってきた実績は、誰もが認めるところなんですねぇ～。

感服しました。

これからもずっと皆さんの力になって支援してあげてくださいね。

④河北新報の記事を拝見しました。

改めて貴君のこれまでライフワークというか障害者教育に携わった人生に敬意を表しま

す。



私などとは全く違う人生を過ごした友を改めて尊敬します。

貴君の生き方、誇りに思います。

⑤重い障害があるといわれる人こそ，長い期間の教育的係わり合いが必要なのだと思いま

すし、足○病院をお邪魔していてもそのことを実感します。

また、こうした記事を目にするときにいつも頭に浮かぶのは○子さんのことです。

つくづく私の今の仕事の源流には○子さんとの係わり合いがあって、実に多くのこと学

ばせていただいたと思います。

いまでも生きていたら就学していたのかな、と思ったりもします。

⑥記事を拝見しました。

コメントが記事に載って良かったですね！！

まさに、コメントの通りの事が必要ですよね。

「係わり手が相手を理解する事 「実践した事を公に発信する事」こそが新たな一歩」、

に繋がるのかもしれません。

私も学齢超過者に係わっている人に負けず、実践を積み重ねて、力をつけていきたいと

思います。

⑦新聞記事見ました。

宮城県の先駆的な活動素晴らしいです。

阿部先生はじめ皆様の長年の活動の成果ですね。

⑧河北の記事の幸泰さんのコメント、とてもよかったです。

スタッフにも回し読みをしています。

⑨河北新報の記事、早速ラミネートして事務所に掲示させていただきました。

⑩新聞記事、よかったです。

不自由な人の為、ますます頑張ってください。



⑪新聞記事、拝見しました。

登校に至るまでの皆さんのご苦労と共に、登校された皆さんの笑顔、新聞で拝見してい

ても素敵でしたね。

阿部さんが、以前教えて下さったように行政の隙間を縁の下で支えておられる皆さんの

発信、当事者、家族の想いの発信、こうした発信を継続することで初めて行政等の支援に

繋がり、笑顔の輪が広がっていくという事に気付かされます。

阿部さんが、記事でお話しされている様に集団の中で育み合うことの大切さ、本当に日

々実感しています。

○太が、お世話になっいる教育大学・療育教室の先生も、良くお話しされています。

安心できる仲間との集い、集団の中で育みあうことの大切さ、○太は教室の中では最年

、 、 、少で グループの中では一見難しい様な事が多いのですが ○太なりに周囲を意識したり

その中でできる事をチャレンジしようとする仕草を見せたり、一見すると見逃しそうな様

子を先生が気づいて本人を誉めて私たちに誉めてあげてねと○太の様子を知らせてくれた

りと、集団の中での心地よさを本人が実感してくれているのが嬉しいです。

、 、 、 、阿部さんが お話しされているように 皆さんの支えで素敵な場が芽生えたので 是非

ご本人が嬉しい想いを発信されてするのを気づいて、また実践の過程等を発信して活動の

広がりに繋げてくださればと願ってしまいます。

⑫お世話になっております。このたびは取材にご協力いただき、まことにありがとうござ

いました。

学齢超過問題については、恥ずかしながらほとんど知識がありませんでした。そのよう

な中で、示唆に富むお話をしていただき、大変勉強になりました。

今回の取材をきっかけに、重症心身障害者のみなさんの声に耳を傾けていけたらと考え

ております。

現場で起きていることを発信することは、新聞の大切な役割でもあると思いますので、

継続して重症心身障害児・者のみなさまの現状を伝えていけたらと考えております。



今後も、なにとぞよろしくお願いいたします。




